
令和２年１月 第１回定例庁議 

 

１ 開催日時 令和２年１月７日（火）午前９時３０分～午前１０時３０分 
 
２ 開催場所 本館３階「特別会議室」 
 
３ 付議事項（第６条） 

 

⑴ 指示事項（市長の指示、注意等） 

新年度予算は余裕があるわけではないので、これまでの課題に対して新たな手法

で取り組むなど仕事のやり方を工夫していただきたい。また、新庁舎と市民交流活

動センターは市民も期待を寄せており、これらの施設運営の成否は重要となるので、 

各部長においても意識して部内のマネジメントをお願いする。 

  

 ⑵ 審議事項（市行政運営の基本方針、総合計画、重要議案、主要事業計画等の策定

及び調整に関すること） 

① 人口ビジョン改訂案、第 2期未来を築く総合戦略（案）について（市長公室長） 

   改訂の時期となっており、計画案を作成したので審議をお願いする。 

   （市長公室秘書政策課＝資料に基づき説明） 

  ＜ボートレース事業局次長＞ 

  ・社会増の傾向のなか、2018 年が社会減となっている理由はあるか。 

  →県外への転出超過が例年と比べて大きくなっているのが主な要因である。 

  ・人口の将来目標における合計特殊出生率の設定の根拠はあるか。 

  →国・県の人口ビジョンで示された値に倣って設定している。（秘書政策課長） 

・県内の他市町から転入して来れば良いという話ではないので、定住自立圏域や 

香川県全体での広域連携の施策の明示も必要では。 

  →総合戦略の具体的取組の一つに、定住自立圏など広域的取組の推進を定めている。

（秘書政策課長） 

  ＜こども未来部長＞ 

  ・国の推計がコーホート要因法に基づく推計であることを明記し、こども未来計画

の推計方法とは異なることを示しておいていただきたい。 

 

② 国土強靭化地域計画（案）について（市長公室長） 

国からの指導などを受け、計画案を作成したので審議をお願いする。 

   （市長公室秘書政策課政策推進担当長＝資料に基づき説明） 

  ・今後、国の各種交付金等を申請する際に、本計画での記載が要件となる可能性が

あるので、必要な場合はご相談いただきたい。（秘書政策課長） 



 ⑶ 報告事項（市政に重大な影響を与える法令等の制定改廃、国及び県の動向、又は 

重要な事務事業の進行状況に関すること） 

    

４ その他 

① ＰＣＢ廃棄物の期限内処理のお願いについて（生活環境部長） 

高濃度のＰＣＢの処分期限が令和 2年度中とされており、国から適正処理に関する

通知があったので改めて各部署に対応をお願いする。 

 ・本市では平成 24 年度に既に調査を実施済であるが、他の自治体において調査を実

施したにもかかわらず事故の報告が出ている。再度、施設管理者において確認をお

願いする。（環境安全課長） 

 

② 令和 2年成人式について（生活環境部長） 

  1 月 12 日（日）に、綾歌総合文化会館（アイレックス）において開催する。対象

者は 1,148 名で、他部署とも連携し、石垣復興募金や模擬投票所の設置を行う。 

 

③ 丸亀城天守入場者数等について（産業文化部長） 

 今年の入場者数が 13 万人を突破したので報告する。資料館でのニッカリ青江の展

示など各種イベントのほか、全般的には石垣復旧に対するＰＲが影響しているものと

思われる。丸亀城月一イベントは、新春フェスタと称して 1 月 13 日に開催するので

周知等お願いする。 

 

④ 消防出初式等について（消防長） 

 出初式は 1月 12 日（日）、東中学校において開催する。 

 昨年 1年間の火災件数は 42 件（＋10 件）、そのうち建物火災 17件（＋7件）、焼死

者 1 名となっている。救急件数は 5,261 件（＋194 件）、救助件数は 41 件（＋2 件）

となっている。（カッコ内は前年比） 

 

⑤ 市長杯争奪ボートレースまるがめ大賞について（ボートレース事業局次長） 

本場には 22,100 人と前年比で約 1,600 人多く来場いただき、売上も前年比で約 5

億円増の 25 億 7千万円余となった。 

また、12月 21 日から 1月 5日まで、冬期休暇中の子どもたちの遊び場として、ボ

ーネルンド社の協力によるイベントを開催し、今回初の試みとして 100 円の入場料を

設定したが、1,553 組 5,196 人の来場をいただいたので報告する。 

 

５ 副市長から 

 なし 



６ 教育長から 

 昨年末に起こった市内複数校の中学 3年生による集団暴力事件が逮捕事案となり、ご

心配をおかけした。ここ数年落ち着いている公立中学校の状況に対する保護者や地域か

らの信頼や、公立中学校への進学などに大きく影響するのではないかと残念に思ってい

る。各校がこれまで粘り強く取り組んできた公立中学校の良さやそれぞれの特色につい

て、入学説明会などを活かしてアピールし、信頼を取り戻していきたい。 

 また、年末は市内小学校でインフルエンザによる学級閉鎖が相次いだが、明日からは

落ち着いた状況で始業式を迎えられると思う。 

 

７ 出席状況 

⑴ 庁議構成者（第５条） 

 

職 氏 名 出欠 

市 長 梶   正 治 ○ 

副 市 長 徳 田 善 紀 ○ 

教 育 長 金 丸 眞 明 ○ 

モーターボート  

競走事業管理者 
大 林   諭 × 

市 長 公 室 長 横 田 拓 也 ○ 

総 務 部 長 栗 山 佳 子 ○ 

健康福祉部長 宮 本 克 之 ○ 

こども未来部長   石 井 克 範 ○ 

生活環境部長 小 山 隆 史 ○ 

都市整備部長 吉 本 博 之 〇 

産業文化部長 山 地 幸 夫 ○ 

ボートレース 

事 業 局 次 長 
矢 野 浩 三 〇 

教 育 部 長 川 田 良 文 ○ 

消 防 長 田 中 道 久 ○ 

議会事務局長 渡 辺 研 介 ○ 

 

(2) 関係職員（第９条） 

   市長公室職員課長           井 上 孝 敏 

総務部財務課長            宮 西 浩 二 

   生活環境部環境安全課長        満 尾 隆 弘 

   生活環境部環境安全課環境保全担当長  平 池 直 樹 



      

(3) 事務局（市長公室秘書政策課） 

   市長公室秘書政策課長          窪 田 徹 也 

   市長公室秘書政策課副課長        谷 本 智 子 

   市長公室秘書政策課政策推進担当長    野 本 政 宏 

   市長公室秘書政策課主査         宇 野 大志郎 


